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で保護者は、子 どもが 「自分達のことば」を捨てていくことに強い危機感を持 ち、民族
への誇 りを堂々 と語っていた(齋藤他2003、原2003)。中国帰国者の保護者の一人は 「子
どもが生まれたころは、 日本人と同 じように育ってほしい、中国語が話せなくとも目本




後述する)。このエ ピソー ドからも、ニューカマー と呼ばれる子ども達の言語教育が、日
本語技能獲 得のための対症療法的なアプローチの畏階を経て、今、根本的な見直 しが迫
られていること、そ して、そこに 「母語 ・継承語 教育」を位置づけることが不可欠 であ
ることがわかる。
現在 日本においては、外国人の子 ども達の 「母語育成」を保障する法的制度的な条件
は未だ整っていないが、「母語」の重要性に対する認識は徐々に広が り、母語教室も増加
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1993年、国際日本語普及協会はイン ドシナ難民の子ども達の母謝 呆持 ・喪失の状況 と











とによるものと分析 されている。また、親 は、90%以上が母語を 「大切にしている」と
答え、子どもへの母語の伝達を願っていることがわかる。ただし、ベ トナム ・カンボジ
アとラオスの間には母語継承に対する意識に差がみ られる。他2国 が 「とても/かな り
大切にしている」が80%を占めるのに対 し、ラオスは40%を切 り、「まあ大切にしてい








族単位で来 日するようにな り、その子ども達の教育が大きな社会的課題 となっている。
そ うした状況下で実施されたのが、石井(2000)の調査である。ポル トガル語、スペイン
語、中国語、ベ トナム語を母語 とする外国人児童生徒の父母を対象に、言語教育観、言
言轍 育の意思決定に関する調査 を行レ・、その内のポル トガル語母諞 諸 による369の回
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自分 らしさを保ち、自信を持って過ごせ るような精神的基盤作 りをねらいとする。
2003年は、両言語の教室とも日本言謝1室の時間帯を利用 して、月に1、2回 実施 され
た。運営は中学校の目本語教 圭靼 当の教師が行い、それぞれの言語を母語話者である講
師が教えている。その他に、学生ボランティアやNPO団体、修了生がスタッフとして関
わっている。内容は、仲間作 りや母国の事情(行 事、習慣、地理等)を 調べ る活動、各
言語の文法、作文、読解の学習、その言語による教科の導入か らなる。その他、母語を




IAPE(外国人児童生徒保護者交流会)は 横浜市鶴見区を拠 点に南米出身の 日系人の教







ども達は30名程度参加 してお り、クラスは年齢 と母語能力によって編成 されている(ス
ペイン語7ク ラス、ポル トガル語3ク ラス)。10名ほどの学生や学校の教師がスタッフ
として、また南米出身の協力者が講師として活動 している。最近は、IAPE出身の高校生
達が教える側 として活動に参加するケースカ沙 な くない。また、子ども達の保護者、学
校の教師を交えた交流会を開き、情報交換や教育相談を行っている。 しか し、最近は中
高生の参加が少なくなる傾向にあり、小学生が中心となっている。主催者は、子ども達
の学習意欲をどう高めるか とい う点を課題 として挙げる。
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い ことが挙げられる。日本に永住す る彼 らにとって、中国の 「国語(語文)」の教科書 も、


















母語教室開設の 目的を見てみると、子 ども達と親 とのコミュニケーションのための言
葉を獲得 ・保持 ・伸張するとい う点は、4教室に共通している。そのための学習 として、
話 しことばのみならず、書く学習も行っている。このように、読み書きを含めた継承語
の保持 ・伸長をね らいとして定期的に教室を開いているという実態に鑑みれば、教育形
態 としては、4教室 とも部分的バイ リンガ リズム(partialbilingualism)3と言えるであ
ろう。また、多数派が運営主体となっている3教室の場合は、母語の保持 ・伸長 とい う
ね らいに加え、子 ども達のエンパワーメン トのためにアイデンティティやセルフエステ
























































4.1Aさん(中 国留学生家庭、中学1年 生、女、滞 日4年目)
父親の留学に伴って来 日し、公立小学校の4年 生に編 入した。家庭内では中国語が主
ではあるが、 日本語も交えて会話をしている。来 日4年 目の現在、Aさんは 日本語での
会話にも読み書きにも不自由していない。中学校の試験の成績も良く(平均85点以上)、
学業面での問題は見 られない。帰国を予定 してお り、家庭では、中国の教材を使って数
学と語文(国 語)の 学習をしている。
来 日直後より母語教室に通い始め{今 年で4年 目である。現在、母語教室では、 日→
中、中→ 日の翻訳を通 して、母語の学習を行っている。翻訳された 日本語は、表記にも
文法にもほとんど誤用はみ られない。中国語には、日本語の統語規則の干渉を受けたと



























親子間は日本語を使っている。 日本語が優勢言語であり、 日本人ネイティブと変わ らぬ
力をもつ。Cさんにとって中国語は両親や祖父母のことばとい う位置づけとなっている。
日中の通訳ボランティアをしている母親は、最近、母語の重要性を痛感 したと話 し、帰
国者の知 り合いにも子 どもに中国語学習をさせ るように勧めている。










4.4Dさん(台 湾 ・日本の国際結婚家庭、小学1年 生、男、 目本生まれ)
日本生まれで、4歳 の弟がいる。母親は台湾出身であるが、日本語が堪能で、家庭内
でも日本語で過ごしている。活発でお しゃべ りが好きで、教室に来ると次から次に1週



















遅れを今後取 り戻せ るかどうかという瀬戸際にある。 しか し、本人の将来設計を支えて
いるのが二つの言語の力であ り、母語教室での学習が本人のアイデンティティ形成やセ






て、学習価値 を付与 し、中国語の学習にも熱心に取 り組んでいる。Dの 現在の言語発達
の状況は、Cが小学1年 生のころに似てお り、本人は中国語の学習を 「楽 しい し、お母
さんが喜ぶか ら」とい う程度で捉えている。 しかし、Cの場合 とは異な り、母親による
積極的なサポー トがある。母親は、Dの 中国語獲得に対する強い期待と、二言語 の発達




母謬 ・,継'承謬 のノ礁ワ!{ノ冫!カヲ〃教 育(M〃β丿醐 ヲ レ'olumelMAR(:H2005 %伽45勧
家族の母語獲得への意識、世代、来 日の経緯、永住か短期滞在か、国際結婚か同じ民族
間の結婚か等、置かれている状況は多様であ り、個々に母語学習の意味は異なる。そ う





う意味を明確化できずにいた。13歳で来 日したが中国では小学校1年 まで しか学校に通
ってお らず、その時 点での中国語の力は日常会話の力はあっても読み書きの力はほとん
どなかったとい う。Eは 、当時アルバイ ト生活をしてお り、家庭でも友人 との間でもコ




国語のカが高まった とは言い難い。 しか し、Eは 中国語のテキス トに向い、 自分のペー
スで読み書きの学習を経験 し、高校や大学に通 う同世代の仲間と中国語でお しゃべ りす
るとい う時間を過 ごした。む しろこうしたことに、価値があった と思われる。今後、親
の都合で移動を繰 り返 して学校教育を継続的に受け られない子等、Eタ イプの子が増え
ることが考えられる。こうした子 ども達にとって、自分の言語的文化的背景に向き合い、
























とい う点では一定の役割は果たせても、根本的な問題解決に向かいにくい状況が見 られ る。
その背景には 「資源 としての言語」とい う言語観が共有されていないことがあろう。「権
利 としての言語」という言語観に貫かれた実践においては、利害の対立を生み、それが母






ミクロなレベルの問題が、教育 とい う文脈の中で重層的複合的に連関 して、個別の問題 と
なって現れる。こうした問題構造を解き明かし、個別の課題をその構造の中で捉え直す こ




造になっている。また、各層が3つ の連続帯から構成されてお り、例えば、発達の層は 「受
容一産 出」「話 しこと6書 きことば」「第1言 言A第2言 語」とい う3つの連続帯からな
一39一
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る6(入れ子式の構造については図1、連続帯については図2参 照℃ 図2は 図1の 中の一
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